
S A N K U N E T  I n c .  商 流 ・
流 受 発 注 ・ 取 引 運 用 B P O

C O N C E P T  I L L U S T R A T I O N

商流・物流 受発注・取引運用BPO

受注を、
ただの入力で
終わらせない。

商流と物流の間で起きる「言った・言わない」「判断待ち」「在庫・入出庫の差異」を、
処理・確認・証跡化し、安定して回る取引運用へ整えます。

処理・確認・連絡・証跡整理は、サンクネットに。

受注可否・与信・価格・出荷可否などの判断は、お客様に。

I S S U E D  B Y  ／ S A N K U N E T  I n c . 発行 ｜ 株式会社サンクネット
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0 2 1分で分かるサービス概要

止まってはいけない取引運用を、
設計し、実行し、改善しながら安定して回す
受発注処理を入口に、在庫・入出庫のイレギュラー、例外対応、判断待ち、証跡管理、月次改善まで。
取引運用を安定して回るBPOとして、設計・実行・改善を一体で担います。

P O I N T  0 1

単なる入力代行ではない

受発注処理を入口に、差異・例外・判断待ち・証跡
まで運用として見るBPO。物流の実行は行いません
。

P O I N T  0 2

第三者の立場で受け止める

商流と物流の間で起きる「言った・言わない」を、
第三者として処理・確認・証跡化します。

P O I N T  0 3

判断はお客様に残す

処理・確認・連絡・証跡整理はサンクネットに。受
注可否・与信・価格・出荷可否などの判断はお客様
に残します。

I N  ／ S A N K N E T

サンクネットが担うこと
O U T  ／ C L I E N T

お客様に残ること

受注可否／与信／価格／出荷可否／入庫・出荷確定／品質／補償／最終判断・承認

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 2  ／ 1 9



D
IA

G
N

O
S

IS
 
／

F
IE

L
D

 S
Y

M
P

T
O

M
S

0 3 現場で起きている問題

受注・在庫・入出庫の差異を、
担当者任せにしていませんか
電話・FAX・メール・Excel・基幹システム・個人メモ。
情報が散らばり、判断待ち・差異確認が現場担当者に集中していませんか。

S E V E N  S Y M P T O M S

7つの症状

在庫がないのに、注文が入っている

予定外の注文の承認・確認フローが曖昧

予定外の入庫があり、発注・予定と合わない

予定外の出荷の理由・承認が追えない

受注内容と納品条件台帳が合っていない

システム上のステータスと、電話・メールが不一致

担当者が個別処理し、履歴が残らない

C O N C L U S I O N

問題は受発注処理そのものではなく、差異・例外・判断待ち・証跡が継続管理されていないこと。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 3  ／ 1 9
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0 4 「言った・言わない」が現場を止める

商流と物流の間で起きる
「言った・言わない」を減らす
属人化した連絡は、担当者が休めば止まり、担当者が変われば消えます。
記憶や個人メモに依存した運用は、関係者間に不信と確認作業を生み続けます。

F I E L D  V O I C E S

毎日聞こえている、現場の声

「FAXしたVS届いていない」

「電話で了承したVS現場は聞いていない」

「メールは送ったVS判断済みか分からない」

「担当者が休むと経緯が分からない」

「取引先別の例外条件が個人メモ依存」

S A N K N E T ' S  R O L E

サンクネットの役割

01確認通知の標準化

02案件管理・判断待ち一覧の整備

03第三者連絡証跡レポートの発行

04取引先別 納品条件台帳の更新

C O N C L U S I O N  ／ 次 ペ ー ジ へ

「言った・言わない」を運用の外に追い出すために必要なのは、物流を実行しない第三者の立場です。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 4  ／ 1 9
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0 5 第三者証跡という楔（くさび）

物流を実行しない第三者だからこそ、
事実を整理できる
サンクネットは物流会社ではありません。配送・倉庫・配車・荷役は行いません。
だからこそ、商流と物流の間に立ち、連絡・確認・判断待ち・対応履歴を第三者的に整理できます。

楔 （ く さ び ）

第三者証跡は、
不信のためではなく
解放のための仕組み。

「言った・言わない」を巡る確認作業は、現場担当者の時間を最も
奪う作業です。第三者が連絡・確認・対応履歴を残すことで、担当
者は記憶ではなく事実で判断できるようになります。

楔 の 意 図

相手を疑うための仕組みではありません。
担当者を、不毛な確認作業から解放するための仕組みです。

C O N C L U S I O N

物流を実行しない立場が、事実を整理できる立場をつくる。— これが、サンクネットの楔。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 5  ／ 1 9
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0 6 サービスの立ち位置

単純な受発注入力代行ではない。
取引運用を安定させるBPO
商流と物流の間に立つ事務局として、受発注処理を入口に、
確認・連絡・判断待ち・台帳更新・証跡整理・月次改善までを一体で担います。

S H O - R Y U

商流
受注・営業・取引先・与信・価格

受注可否・与信判断

価格・条件決定

取引先との交渉

品質・補償判断

→

S A N K N E T  ／ B P O

サンクネット事務局

受発注入力補助・内容確認・納期確認

在庫・入出庫イレギュラー検知

欠品・分納・返品・遅延 一次対応

判断待ち管理・確認通知

台帳更新・第三者連絡証跡レポート

月次レポート・改善候補整理

→

B U T S U - R Y U

物流
倉庫・配送・3PL・配車・荷役

入庫・出荷の確定

在庫・庫内オペレーション

配送・配車実行

荷役・現場作業

O U T  O F  S C O P E  ／ 担 わ な い こ と

物流実行（配送・倉庫・配車・荷役）／受注可否・出荷可否・価格・与信・品質・補償の判断・承認・確定

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 6  ／ 1 9
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0 7 4層で捉えるサービス全体像

受発注処理を入口に、
イレギュラー検知から証跡改善へ広げる
入力代行では終わりません。日次処理を起点に、4層の運用機能として段階的に広げます。

L A Y E R  0 1

日次処理 受発注処理を安定して回す土台。 受発注入力補助／注文内容確認／納期確認／既存システム入力
補助

L A Y E R  0 2  ／ K E Y

イレギュラー検知

L A Y E R  0 3

例外対応・判断待ち 整理・通知・エスカレーションを担う層。 欠品／分納／返品／遅延／判断待ち一覧／エスカレーション

L A Y E R  0 4

証跡・月次改善 処理を運用ファクトと改善候補に変える層。 受発注・取引運用台帳／第三者連絡証跡レポート／月次KPI／改
善候補

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 7  ／ 1 9
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0 8 担うこと／担わないこと

処理は支援する。
判断は、お客様に残す
サンクネットは、お客様の意思決定を代行しません。
「処理・確認・連絡・証跡整理」と「判断・承認・確定」の境界を明確にし、責任を切り分けて運用します。

I N  ／ S A N K N E T

サンクネットが担うこと

01処理（受発注入力補助・台帳更新）

02確認（注文内容・納期・在庫・入出庫）

03一次連絡・通知・エスカレーション

04判断待ち整理・未回答一覧

05第三者連絡証跡レポート

06月次レポート・改善候補整理

O U T  ／ C L I E N T

お客様に残ること
判断・承認・確定 — 経営と現場のコア機能

01受注可否

02与信

03価格・条件決定

04出荷可否・入庫確定・出荷確定

05品質・補償

06最終判断・承認・確定

処理・確認・連絡・証跡整理は、サンクネットに。

判断・承認・確定は、お客様に。 — この境界が、責任とスピードを両立させます。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 8  ／ 1 9
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0 9 既存システムを置き換えない

I N T E G R A T I O N  V I E W

顧客システム × 現場連絡 × サンクネット事務局基盤

C U S T O M E R  S Y S T E M S

顧客システム

受発注 / ERP / 販売管理

WMS / TMS

BtoB EC / バース予約

G A P

S A N K N E T  B P O

サンクネット事務局基盤
G A P

F I E L D  C O M M U N I C A T I O N

現場連絡

電話 / FAX / メール

個別Excel / 口頭依頼

取引先・倉庫・営業

既存システムを置き換えず、
システム内外の差異を拾う
受発注システム・ERP・販売管理・WMS・TMS・BtoB EC・バース予約システムは、引き続きお客様の主要システムとしてご活用ください。
サンクネットは、それらを置き換えるのではなく、間を埋めます。

C O N C L U S I O N

SaaSの代替ではなく、システムと現場連絡の「あいだ」を埋める運用レイヤー。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 0 9  ／ 1 9
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1 0 標準運用フロー

受付から月次改善まで、運用として回す

日々の入力で終わらせない、10ステップの標準運用。
特に STEP 03「イレギュラー検知」が、サンクネットBPOの真価が出る工程です。

01受発注処理 0 2イレギュラー検知 0 3例外対応 0 4証跡 05月次改善

S T E P  0 1

受付
受注・連絡・システム通知を受ける

S T E P  0 2

日次処理
入力補助・内容確認・納期確認

K E Y

S T E P  0 3

イレギュラー検知
S T E P  0 4

一次確認・通知
関係者へ確認連絡、状況共有

S T E P  0 5

判断待ち整理
未回答・要承認案件を一覧化

S T E P  0 6

証跡を残す
連絡履歴・対応内容を記録

S T E P  0 7

エスカレーション
お客様側の判断者へ正しくつなぐ

S T E P  0 8

月次傾向整理
発生件数・滞留・繰り返し論点

S T E P  0 9

改善候補抽出
改善候補・台帳更新案・運用見直し

S T E P  1 0

定例報告・反映
次月運用へ反映、合意形成

W H Y  T H I S  L O O P

処理だけで終わらせず、毎月「差異の傾向」を運用に戻す。だから改善が止まらない。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 1 0  ／ 1 9
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1 1 成果物イメージ

日々の処理を、
後から確認できる運用ファクトへ
判断待ち・未回答・差異を一覧化し、次に誰が何を判断すべきかを見える状態にします。
処理した内容は、台帳・一覧・レポートとして残し、後から事実で確認できる形で蓄積します。

S A M P L E  O U T P U T  ／ 判 断 待 ち ・ 未 回 答 一 覧 （ イ メ ー ジ ）

判断待ち・未回答一覧
※ 表示は架空のサンプルデータです。実データではありません。

D A T E
発生
日

C L I E N T
取引先 E V E N T発生内容 S T A T U S状態

態
D E C I S I O N必要
判断

N E X T  A C T I O N次ア
クション D U E期限

6/18 A社 在庫不足注文 分納可否 営業責任者へ確認 6/20

6/19 B社 予定外出荷 出荷理由確認 倉庫へ確認中 6/21

6/20 C社 納品条件不一致 条件変更可否 顧客へ確認依頼 6/22

日々の処理を、後から確認できる運用ファクトへ。
判断待ち・未回答・差異を一覧化し、次に誰が何を判断すべきかを見える状態にします。

判断待ち

確認中

未回答

O T H E R  D E L I V E R A B L E S

主な成果物

01受発注・取引運用台帳

02イレギュラー検知一覧

03判断待ち・未回答一覧（左に例示）

04納品条件台帳

05確認通知メール／FAX

06第三者連絡証跡レポート

07月次KPIレポート

08改善候補一覧

成果物の出力単位・粒度・配信頻度は、対象業務に合わせて整えます。 詳細フォーマットは詳細版および個別相談にてご案内します。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 1 1  ／ 1 9
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1 2 見える化して、改善につなげる

受発注まわりの困りごとを、
見える化して改善へ。

サンクネットは、受発注処理を代行して終わる会社ではありません。
日々の処理・確認・判断待ち・連絡履歴を整理しながら、どこで業務が止まりやすいのか、どこに確認漏れや手戻りがあるのかを見える化します。
見えてきた課題は、台帳・確認ルール・運用フロー・ツール活用の見直しにつなげ、現場が迷わず回る形へ整えていくことが、サンクネットの強みです。

S T R E N G T H  0 1

見えにくい状況を
整理する

電話・FAX・メール・Excel・システムの間で散らばった情
報を整理し、判断待ち・未回答・差異を見える状態にします
。

S T R E N G T H  0 2

繰り返す困りごとを
改善する

在庫不足・予定外注文・予定外入庫・予定外出荷・納品条件
の不一致など、何度も起きる問題を整理し、確認ルールや対
応フローの見直しにつなげます。

S T R E N G T H  0 3

必要なツールを
上手に使う

既存システムを置き換えるのではなく、Excel・kintone・フ
ォーム・RPA・BIなどを必要に応じて活用し、現場で無理な
く回る仕組みを整えます。

S A N K N E T ' S  D E F I N I T I O N

サンクネットが目指すのは、作業を代わりに行うだけのBPOではありません。
日々の処理を通じて、業務の状態を見える化し、改善につなげるBPOです。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 1 2  ／ 1 9
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1 2 通常の受発注BPOとの違い

入力代行で終わらない。
差異・判断待ち・証跡・改善まで見る
一般的な受発注BPOとサンクネットの違いは、コスト構造ではなく、「どこまで運用として見るか」です。

比較軸 一般的な受発注BPO サンクネット

業務範囲 定型入力を中心とした、処理業務の代行。 受発注処理を入口に、運用全体を見る。

例外・差異対応 範囲外として顧客側へ戻りやすい。 在庫不足・予定外注文・予定外入出庫を拾う。

判断待ち 担当者の頭の中、または個別メール依存。 判断待ち一覧として整理し、未回答を可視化。

証跡 処理ログ中心、関係者間の連絡履歴は限定的。 第三者連絡証跡レポートとして継続管理。

改善 改善提案は限定的、運用は固定。 月次でKPI・改善候補を提示し、運用へ反映。

C O M P A R I S O N  A X I S T Y P I C A L  O R D E R  B P O S A N K N E T  B P O

C O N C L U S I O N

同じ「受発注BPO」という言葉でも、見ている範囲が違う。 — そこに、現場担当者の負荷の差が出ます。

S A N K N E T 商流・物流 受発注・取引運用BPO 1 3  ／ 1 9
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1 3 対応時間の考え方

対応時間は、業務特性に応じて
設計できます
対応時間は、業務特性に応じた選択肢として設計します。
平日日中運用から開始でき、必要に応じて休日・夜間の受付・記録・引き継ぎ・エスカレーションを加えます。

T I E R  0 1

平日日中運用

まずは平日日中の運用から開始。受発注処理・確認・判断待ち
整理・証跡記録までを安定して回します。

受発注処理・内容確認

イレギュラー検知・一次連絡

判断待ち整理・証跡記録

T I E R  0 2

休日・夜間の設計

業務特性に応じ、休日・夜間の受付・記録・引き継ぎ・エスカ
レーションを必要な範囲だけ設計します。

受付・記録

翌営業日引き継ぎ整理

緊急時エスカレーション

T I E R  0 3

専用・即時対応体制

顧客専用の夜間・休日張り付き体制や、24時間365日フル機
能対応は、標準範囲外として個別に設計・見積します。

専用張り付き体制

即時対応・24/365フル機能

個別SLA設計

S T A N D A R D  ／ 基本構成 O P T I O N A L  ／ 業務に応じて選択 S E P A R A T E  Q U O T E  ／ 別途設計・別途見積

N O T  T H I S

休日・夜間にお客様側の社員へ常時対応を求める設計ではありません。
働き方を増やすためではなく、情報を止めず、翌営業日にスムーズに判断できる状態へ整えるための時間帯設計です。

D E S I G N  P R I N C I P L E

止めてはいけない業務を見極め、翌営業日に回せる業務を切り分ける。 — それが、設計の前提です。
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1 4 向いている企業

このような企業に向いています

以下のうち 3つ以上当てはまる場合、初回ヒアリングで整理できる論点が多い領域です。

S E L F  C H E C K

10項目セルフチェック

受発注処理が属人化している 在庫不足注文の確認が遅れる

予定外注文・予定外入庫・予定外出荷が見えに
くい

欠品・分納・返品・遅延が日常的に発生

電話・FAX・メール・Excelが残っている システムと現場連絡が一致しない

判断待ちが可視化されていない CLO・物流責任者向けの説明材料が必要

取引先別の納品条件が個人メモに依存 受発注処理の環境を見直したい

I N D U S T R Y  F I T

特に親和性の高い業種

01商社・卸

02メーカー（食品・飲料・消費財）

03小売・外食チェーン本部

04BtoB EC運営企業

05受発注・WMS・TMS導入済みで例外が残る企業

R E C O M M E N D E D

「システムは入れたが、現場が止まらない」と感じている企業ほど、初回ヒアリングで整理できる論点が多い領域です。
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1 5 導入イメージ

小さく始めて、
運用範囲を広げられます
最初から全範囲を導入する必要はありません。優先領域から開始し、月次改善を重ねながら段階的に広げます。

→ →

P H A S E  0 1

01
現状把握

対象業務・件数・チャネル・判断権限・システ
ム・困りごとを整理し、設計の前提を揃えます
。

業務・件数・チャネル把握

判断権限の確認

既存システム棚卸し

困りごとヒアリング

S T A R T

P H A S E  0 2

02
小さく開始

優先領域の選定

業務設計・運用ルール策定

立ち上げ・伴走運用

初月レポート発行

P H A S E  0 3

03
月次改善へ拡張

台帳・レポート・改善候補・時間帯別運用・必
要なツールの選定へ、運用範囲を段階的に広げ
ます。

台帳・KPIの整備

改善候補の実装

時間帯別運用拡張

外部ソリューション選定

D E S I G N  P R I N C I P L E

「一括導入」ではなく「優先領域から立ち上げ、月次で広げる」のが、止めずに移行する標準アプローチです。
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1 6 相談テーマ

まずは、現在の運用状況を
一緒に整理します
初回ヒアリングでは、以下のテーマから1〜2つを選び、現状の運用構造と課題仮説を整理します。

T H E M E  0 1

受発注処理の安定化

属人化解消、処理ばらつき低減

T H E M E  0 2

在庫不足注文の検知

受注時点での差異把握、確認フロー設計

T H E M E  0 3

予定外注文・入庫・出荷の確認

発生時の検知、承認・記録の整備

T H E M E  0 4

欠品・分納・返品・遅延の判断待ち管理

未回答案件の可視化、滞留時間管理

T H E M E  0 5

納品条件台帳の整備

取引先別の例外条件を文書化・継続更新

T H E M E  0 6

電話・FAX・メールの証跡整理

記憶依存の連絡を、運用ログへ

T H E M E  0 7

既存システムと現場連絡のズレ

ステータス不一致の発生源と検知設計

T H E M E  0 8

休日・夜間の受付・記録・引き継ぎ設計

時間帯別運用、エスカレーション設計

T H E M E  0 9

月次レポート・改善候補整理

KPI設定、改善候補の運用反映

O U R  A P P R O A C H

いきなり提案ではなく
まずは整理から。
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人と技術で、
感謝をつなぐ。

F R O M  P H I L O S O P H Y  T O  O P E R A T I O N

その言葉を、
取引運用の現場で形にする

サンクネットは、受注処理を安く代行する会社ではありません。
止まってはいけない取引運用を、
設計し、実行し、改善しながら
安定して回る状態へ整え続ける会社です。

D E S I G N  P R I N C I P L E  ／ 境 界 設 計

処理・確認・連絡・証跡整理はサンクネットに。

判断・承認・確定はお客様側に。
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1 8 お問い合わせ・次回アクション

受注・在庫・入出庫の差異を、
担当者任せにしないために

本資料は、初回接点向けの簡易版です。詳細版および個別相談で、貴社業務に合わせた具体的な運用設計をご案内します。

C A L L  T O  A C T I O N

まずは、現状を整理するところからご相談ください。

N E X T  0 1

詳細版資料のご請求

サービス範囲・成果物・運用設計の詳細を網羅した資料をお
送りします。

N E X T  0 2

個別相談（オンライン）

60分のオンライン相談。現状ヒアリングと論点整理を行いま
す。

N E X T  0 3

業務ヒアリング

対象業務・件数・チャネル・判断権限を、構造化シートで整
理します。

処理・確認・連絡・証跡整理は、サンクネットに。
受注可否・与信・価格・出荷可否などの判断は、お客様に。

I S S U E D  B Y  ／ S A N K U N E T  I n c . 発行 ｜ 株式会社サンクネット 1 9  ／ 1 9


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19

